
 

 

 

 

 

 

 

      紫
し

金山
きんざん

・アトラス彗星
すいせい

を見よう！ 

昨年
さくねん

発見され、今年秋には肉眼
にくがん

で見えるほ

ど明るくなると予想されていた紫金山・アト

ラス彗星ですが、今年に入っての各地
か く ち

の天文

台での観測
かんそく

の結果
け っ か

から、予想ほどは明るくな

らないかもしれないという見解
けんかい

が出はじめマ

ニアを落胆
らくたん

させていました。 

ところが、９月の観測からは１０月中 旬
ちゅうじゅん

頃
ころ

には、肉眼で見られる大彗星に化
ば

けるか

もしれないという予報
よ ほ う

も出てきました。 

そこで、都会でも見られそうな時期と彗星の位置
い ち

を調べてみたのが下の図です。 

紫金山・アトラス彗星は、太陽に最
もっと

も近づく近日点通過
つ う か

が、９月 27 日で、この

直後に最も明るくなると予想されます。地球に最も近づくのは、10 月 12 日で、

この後は、地球から遠ざかるともにだんだんと暗くります。そのため、彗星を見る

チャンスは 10 月 12 日か

ら 20 日頃までしょう。 

日没
にちぼつ

から１時間くらい

たって薄明
はくめい

が終わるこ

ろ、双眼鏡
そうがんきょう

などを利用
り よ う

し

て、西の空をさがしてみ

ましょう。 

 都会の空で見える明る

さになるかどうかは、天

文学者でも正確
せいかく

には予想

できません。 

そのため、自分の目で確
たし

かめることが、とても重要
じゅうよう

です。 

２０２４年９月２５日 （解説員
かいせついん

:田中
た な か

千秋
ち あ き

） 

1986年に見られたハレー彗星 撮影
さつえい

:田中千秋 


